[bookmark: _heading=h.gjdgxs]【タイトル】 

ワルシャワ旧市街・ナイトフォトウォーク

アイキャッチ：PL_2609_001

【リード文】 
　何気ない街並みも日暮れの後にはその表情が変わる。旅先でこんな夜の風景に出会ったことはないだろうか。
プロカメラマンでもある筆者がワルシャワ旧市街・ナイトフォトウォークへと案内します。
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【本文】 
◯ヨーロッパの街灯りは一味違う。
　日本の都会では個性的な看板や様々な色のネオンが夜を彩り、訪れる人々を魅了している。しかし、ヨーロッパの多くの街は灯りの色が統一されて街灯の数も抑えられ、薄暗い中にも古い街並みの景観を保っている。
こんな哀愁漂う夜のワルシャワ旧市街。ナイトフォトウォークに出かけてみよう。

写真：PL_2609_002
＜ノスタルジックな灯りに浮かぶ古い街並み＞

〇旧市街に行ってみよう
　旧市街へのナイトフォトウォークはノヴィ・シフィアト通りのニコラス・コペルニクス像からはじめるのがお勧め。
新市街のきらびやかな都会とは違い、通りの名前がKrakowskie Przedmieścieに変わるあたりからノスタルジックな灯りが古い街を包み始める。
コペルニクス像から少し進むと左にはショパンの心臓を収める聖十字架教会、旧市街に向かってさらに歩くとホテル・ブリストル、大統領官邸を通り過ぎれば旧市街はもう目の前。琥珀色の灯りがともる旧市街の中へ入っていこう。

ニコラス・コペルニクス像：
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%8B%E3%82%B3%E3%83%A9%E3%82%A6%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%82%B3%E3%83%9A%E3%83%AB%E3%83%8B%E3%82%AF%E3%82%B9%E5%83%8F/@52.2379662,21.0172332,18z/data=!4m10!3m9!1s0x471ecc5fa5010565:0x1495059826861b65!5m3!1s2026-10-03!4m1!1i2!8m2!3d52.2380673!4d21.0179062!16s%2Fm%2F080d0pd?authuser=0&entry=ttu&g_ep=EgoyMDI2MDkxMy4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D

聖十字架教会：
https://www.google.com/maps/place/%E8%81%96%E5%8D%81%E5%AD%97%E6%9E%B6%E6%95%99%E4%BC%9A/@52.2389105,21.01658,18z/data=!4m10!3m9!1s0x471ecc5fca555fdd:0x70a5b3f417d145f2!5m3!1s2026-10-03!4m1!1i2!8m2!3d52.2387804!4d21.0171742!16s%2Fm%2F02pqf59?authuser=0&entry=ttu&g_ep=EgoyMDI2MDkxMy4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D

ホテル・ブリストル：
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%9B%E3%83%86%E3%83%AB+%E3%83%96%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%AB+%E3%83%AF%E3%83%AB%E3%82%B7%E3%83%A3%E3%83%AF/@52.2419268,21.0143099,18z/data=!3m1!5s0x471ecc67141d7365:0xf2de6df357dd45e!4m10!3m9!1s0x471ecc60b493f797:0xecb7e48b1cb0dde!5m3!1s2026-10-03!4m1!1i2!8m2!3d52.2422304!4d21.0158816!16s%2Fm%2F03y39ml?authuser=0&entry=ttu&g_ep=EgoyMDI2MDkxMy4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D

〇レンガの街並みと夜景
　ワルシャワ旧市街の夜景を美しく見せるのは琥珀色の灯りだけではなく、戦後に再建されたレンガ造りの街並みだろう。
第2次世界大戦末期に壊滅的な破壊を受けた旧市街だが、市民の手によって瓦礫の中から集められた資材を可能な限り再利用し、終戦後10年もたたずに13世紀の市街が再建された。そして1980年、ワルシャワ旧市街はユネスコの世界遺産に登録されたのである。


写真：PL_2609_003
＜琥珀色に包まれたワルシャワ旧市街の入り口・王宮広場＞

〇ワルシャワの夜は安全？
　いくら夜景が美しいからと言っても、やはり知らない街での夜の外出は心配になるものだ。
幸いワルシャワは他のヨーロッパの都市に比べて犯罪は比較的少なく、夜の遅い時間帯でも家族連れや若い女性が歩いているのを見かる。スーパーマーケットやレストランも夜の10時か11時まで。電車やバス・路面電車などの市内交通も夜12時まで運行しているし、旧市街は多くのホテルから徒歩で行ける距離。
とはいっても犯罪がないわけではない。人通りの少ない裏路地は避け、安全な場所を選ぶようにしよう。

写真：PL_2604_004
＜旧市街に続くKrakowskie Przedmieście通り。夜でも家族連れを多く見かける＞

〇まとめ
昼間に見る風景とは違うロマンチックな夜のワルシャワ旧市街。
夏は遅くまで続く黄昏の中を。冬はイルミネーションで飾られた光のトンネルを。琥珀の灯りに包まれた旧市街へナイトフォトウォークに行ってみよう。

写真：PL_2609_015

〇フォトギャラリー
参考データ
・一眼レフデジタルカメラ使用
・マニュアル露出
・オート色温度
・ISO感度3200～12800
・シャッタースピード1/8～1/60
・三脚不使用

写真：PL_2609_005　＜夜景に浮かぶニコラス・コペルニクス像＞
写真：PL_2609_006　＜ショパンの心臓を収ている聖十字架教会＞
写真：PL_2609_007　＜聖十字架教会＞
写真：PL_2609_008　＜ワルシャワ大学＞
写真：PL_2609_009　＜旧市街・王宮広場にて＞
写真：PL_2609_010　＜旧市街・王宮＞
写真：PL_2609_011　＜旧市街の路地＞
写真：PL_2609_012　＜旧市街・マーケット広場＞
写真：PL_2609_013　＜旧市街・バービカン＞
写真：PL_2609_014　＜旧市街・マーケット広場の人魚像＞

※写真は全て筆者撮影
